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テーマ別課題の整理（令和３年11⽉〜令和４年5⽉）

0〜14のテーマごとに、今回の期間に話合われたものについて〇で記載した。なお、推進・個別・⾃⽴⽀援の
全てで議論がなされたテーマは網掛けとしている。

テーマ 地域包括ケア推進
会議 地域個別ケア会議 ⾃⽴⽀援型個別ケア

会議

0.新興感染症 〇 〇
1.認知症 〇 〇 〇
2.介護予防 〇 〇
3.多分野・地域共⽣ 〇 〇 〇
4.国際
5.ペット 〇
6.⽣活⽀援 〇 〇 〇
7.移動⽀援 〇
8.孤⽴・孤独対策 〇 〇
9.⾒守り 〇 〇 〇
10.災害 〇 〇
11.医療・介護連携 〇 〇 〇
12.権利擁護 〇 〇 〇
13.消費者被害 〇 〇
14.地域包括ケアシステム
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松⼾市地域ケア会議
課題に対する⽅向性

地域包括ケア推進会議や2層ワーキングでの検討・取組の推奨テーマ
〇地域共⽣社会の実現に向けた取組みへの着⼿
〇フレイル・認知症などのリスク状態の早期発⾒

次ページ以降に令和4年度に取り組むべきテーマ・検討例を挙げた。特に、上記
の推奨テーマに関連するものは太字で表記した。

各圏域では、これらのテーマ・具体例の中からいずれかを選び、地域包括ケア推
進会議や２層ワーキングの議題とする。

地域包括ケア推進会議と２層ワーキング会議のどちらで検討を⾏うかは、参加者
の強みや特性に応じて選択し、地域ケア会議や２層ワーキングの連動を意識した取
り組みを⾏う。

そして、検討・取組の結果を再び市地域ケア会議にて集約する。
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テーマ 実態把握 普及啓発 連携強化 取組・検討

0
新興感染症
（新型コロナ
感染症）

〇感染対策について専⾨
職のアドバイスが受けら
れる仕組みの検討

〇対応や経験の情報
共有

〇オンラインについて教え
てくれるボランティアの創
出

1 認知症
〇認知症サポーター養成講
座の効果的な実施につい
ての検討（内容・対象）

〇オレンジ協⼒員の活動推
進

〇認知症カフェ・プラチナ
カフェなどの当事者の活
躍の場の検討
〇オレンジ協⼒員やその他
のボランティアの育成等
を含めたネットワーク構
築

2 介護予防
〇孤⾷や栄養指導等のアド
バイスが出来る医療機関
の情報の集約

〇フレイル・サルコペニア
予防の普及啓発
〇栄養や義⻭についての普
及啓発

〇専⾨職の連携による介護
予防の促進 〇企業との取組み検討

3 多分野
地域共⽣

〇独居⾼齢者の情報の集約
⽅法の検討
〇8050世帯やひきこもり
の実態把握

〇8050問題やひきこもり
などについての理解促進

〇複合課題を抱えた世帯の
シミュレーションの実施
〇多分野の多職種交流会の
実施

〇困りごとに応じた相談窓
⼝フローや相談窓⼝⼀覧の
作成
〇多世代交流の取組み、⾒
守り体制構築に関わる検討

4 国際 〇困りごとを抱える外国籍
の⼈の実態把握

〇外国籍の⼈と交流できる
機会の創出

5 ペット
〇⾼齢者とペットに関する
普及啓発【推進︓新松
⼾】【⾺橋２層】

〇ペットの⼀時預かりボラ
ンティアなどのマッチング
の仕組み作り【⾺橋２層】

地域包括ケア推進会議・２層ワーキングにおけるテーマ・検討例①

【】内は話し合われた会議や2層ワーキング
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テーマ 実態把握 普及啓発 連携強化 取組・検討

6 ⽣活⽀援

〇⽇常⽣活の困りごとにつ
いての住⺠アンケートの
実施
〇市が実施した各種アン
ケートの地区ごとの分析

〇ごみの個別回収の周知
【推進︓本庁】
〇分別アプリの周知【推
進︓六実】
〇ゴミ出しに関する出前講
座の周知【推進︓六実】

〇ボランティアや学⽣ボラ
ンティアサークルとの
マッチング

〇ボランティアによる⽀援
の仕組みづくり
〇⽀えられる側から⽀える
側への転換のきっかけづく
り
〇家事能⼒が低い⾼齢者を
⽀える仕組み作り

7 移動⽀援 〇運転免許返納について
の普及啓発

〇施設の⾞等の活⽤した移
動⽀援の検討【⽮切２
層】

〇地域の⽀えあいによる外
出⽀援

8 孤⽴・孤独対策 〇通いの場等の社会参加
の場について情報提供

〇ニーズに応じた（退職
後・転⼊後、視覚・聴覚障
害のある⽅）のコミュニ
ティづくり
〇介護離職を防⽌する取組
〇様々なピアカウンセリン
グの機会の創出

9 ⾒守り 〇それぞれの⽴場での⾒守
りの役割を明確にする

〇⾒守りのポイントや相談
先の周知

〇重層的な⾒守りネット
ワークの構築
〇⾒守りを担う者同⼠の意
⾒交換
〇商店との⾒守りネット
ワークの構築

〇集合住宅など住⺠の助け
合いの仕組みづくり

地域包括ケア推進会議・２層ワーキング会議におけるテーマ・検討例②

【】内は話し合われた会議や2層ワーキング
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テーマ 実態把握 普及啓発 連携強化 取組・検討

10 災害

〇被災時に使⽤可能な蓄
電池や太陽光発電システ
ム、電気⾃動⾞を持って
いる⼈の把握

〇災害時の備えの普及啓
発

〇避難⾏動要⽀援者に対
する被災時の連携シミュ
レーション【明2⻄２
層】【常盤平２層】
〇サービス担当者会議に
て避難⾏動⽀援者登録を
勧める

〇避難⾏動要⽀援者登録
⽤紙をお店等においても
らう
〇避難所等への移送⽅法
の検討や仕組みづくり
〇避難⾏動要⽀援者(HOT
使⽤者等)避難訓練の実施

11 医療・介護連携 〇独居⾼齢者の実態把握
〇在宅ケアの普及啓発
〇かかりつけ医・かかり
つけ薬局の普及啓発

〇救急搬送に関する関係
機関連携の推進

12 権利擁護
〇虐待や成年後⾒、ACP
などに関する専⾨職への
意識調査

〇専⾨職に対する普及啓
発
〇市⺠向けの研修会【推
進︓⼩⾦】

〇⾦銭管理など困難な⾼
齢者を⽀える仕組み
〇終活等をキーワードと
した意⾒交換会等の実施

1３ 消費者被害
〇消費者被害未然防⽌の
ための普及啓発【推進:
明1】

〇消費者被害の早期発⾒、
報告できるネットワーク
の構築【推進:明1】

14 地域包括ケアシステム 〇地域ケア会議の効果的
な開催についての検討

地域包括ケア推進会議・２層ワーキング会議におけるテーマ・検討例③

【】内は話し合われた会議や2層ワーキング
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